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▽令和２年度第２回理事会は文書による承認に 

 

例年、第２回理事会を全国大会の開催に併せ

実施してきましたが、今年度の 11 月 13 日

（金）・14日（土）開催の大阪大会はコロナウ

イルス感染拡大防止のためオンライン開催とな

ったため、今年度の第２回理事会は文書理事会

をもって総会に代えることといたします。 

審議いただく議案は、下記の３案となります。 

「令和２年度事業経過報告書（案）」 

「令和２年度中間決算報告書（案）」 

「令和３年度事業計画概要（案）」 

上記議案を常任理事会で承認を得た後、各加盟団

体へ郵送の上、文書により審議・回答をいただき

ます。 

 

 

                                             

▽令和２年度センター連絡協議会総会は文書による承認に 

 

 

例年、全国公立視聴覚センター連絡協議会

総会についても全国大会の開催に併せ実施し

てきましたが、今年度の総会は上記全視連理

事会と同様に文書による総会に代えることとい

たしました。 

審議いただく議案は、下記の３案となります。 

 

 

「令和元年度事業報告書（案）並びに収支決算

報告書（案）」 

「令和２年度事業計画概要（案）」 

「役員選任（案）」 

上記の３議案を郵送の上、文書によりご審

議・回答をいただきます。 
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▽令和２年度 全視連調査研究について 

 

今年度の調査研究については昨年に引き続き

16 ミリフィルムの研究と、新規研究としてビデ

オテープについての研究を、それぞれ担当専門委

員を割り当て実施することとなりました。 

 

① 16 ミリフィルムと映写機の保存と活用策に

向けた調査研究（改） 

内容：地域における学びに役立つメディアサービ

スを行うために、これまで収集してきた 16 ミリ

フィルム教材の保存と活用、および保守が困難に

なっている 16ミリ映写機のメンテナンスに関し

て、全国の視聴覚ライブラリーに向けてメンテナ

ンスと活用方法を提言します。 

＜構成案＞ 

・ライブラリーにおける 16 ミリの現状分析 

・16 ミリが抱える課題の整理 

・今後の取り組みに関する３つ又は４つの提案 

・各提案の効果と課題 

・各専門委員からの提案 

・まとめ 

 

② ビデオテープと再生機器の保存と活用策に向

けた調査研究（新） 

内容：これまで収集してきた視聴覚教材において

は、16 ミリフィルムに続いてビデオテープも再

生機器の生産中止に伴って提供ができなくなる

という課題が出てきています。そのため、視聴覚

ライブラリーにおけるビデオテープ教材と再生

機器の現状を調べるとともに、今後の活用に向け

た提案を行います。 

＜構成案＞ 

・ビデオテープ教材の現状 

・ビデオテープが抱える課題の整理 

・今後の取り組みに関する３つ又は４つの提案 

・デジタル化の課題 

・各提案の効果と課題 

・各専門委員からの提案 

・まとめ 

 

                                             

▽全国大会の申込期限について（10 月 31 日まで） 

 

既報の通り、令和２年度の第 24回視聴覚教育

総合全国大会・第 71 回放送教育研究会全国大会

合同大会（大阪大会）は来る 11 月 13 日（金）・

14 日（土）にオンラインにより開催されます。 

現在までに全国より 586 名の申込をいただい

ております。申込期限が 10 月 31日（土）まで

となっておりますので、期限内に参加申込をよろ

しくお願いいたします。申込アドレスは下記より

お願いいたします。 

 

https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/ze

nkokutaikai/ 

 

 

大会申込ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/zenkokutaikai/
https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/zenkokutaikai/
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▽千葉県の研修会で全視連講師の丸山副専門委員長がオンライン講演を実施 

 

去る９月 30日（水）に千葉県視聴覚ライブラ

リー連絡協議会では、県内の視聴覚センター・ラ

イブラリー担当者などを対象として、「令和２年

度千葉県視聴覚センター・ライブラリー担当者研

修」を実施しました。同研修会では講師が遠方か

ら参加することや、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から、新潟からのオンランにより実施

しました。研修会の内容および丸山講師の所感は

下記の通りです。 

 

1．研修会名称：令和２年度千葉県視聴覚センタ

ー・ライブラリー担当者研修 

2．講師：丸山裕輔氏（全視連副専門委員長・新

潟県五泉市立五泉東小学校長） 

3．日時：９月 30日（水）14:00～15:00 

4．会場：千葉県総合教育センター 

5．参加者：千葉県視聴覚センター・ライブラリ

ー担当者（8 名） 

6．講演テーマ：「視聴覚センター・ライブラリー

の特色を求めて」 

7．講演内容： 

視聴覚教育施設が持つ３つの機能（研修・学習

センター、教材センター、情報・研修センター）

が生涯にわたっての学びを支援することに役立

つ。ライブラリー所有の機器が学びのツールとし

て知性を発揮し、ライブラリーの場（スペース）

が感性を磨き合うフィールドとなる。また、ライ

ブラリー所有の映像教材は、視聴者の認知面だけ

でなく、情意面にも訴えることができる。それぞ

れの視聴覚センター・ライブラリーが特色を生か

し、地域メディアセンターへ変貌することが望ま

れる。 

 

 

【丸山講師所感】 

私が新潟県立生涯学習推進センター在職中に

教育メディア研修の会場として大変お世話にな

りました千葉県総合教育センター。全国の仲間た

ちと研修をさせていただいた思い出のある地と、

この度は新潟県の当校とオンラインで結ぶこと

ができました。 

 これまで幸いにも全国視聴覚教育連盟の専門

委員として、全国各地の視聴覚センター・ライブ

ラリーから数多くのことを学ばさせていただき

ました。たとえば、千葉とのかかわりでは、千葉

県総合教育センターの「これからのメディア教育

指導者を養成する研修プログラム」、千葉市生涯

学習センターの「市民の参画・市民との協働によ

る『メディア』研修～学び合い、支え合い、地域

が輝くまち、千葉市を目指して～」等、研修モデ

ルを提案いただいたり、「情報文化・映像文化の

発信拠点」としてのセンターの在り方を示してい

ただいたりしました。まさに国内の視聴覚センタ

ー・ライブラリーを牽引してきたともいえる千葉

県の皆様方と、オンラインで学び合えたことは、

私にとってとても貴重な体験でした。 

 千葉県と遠隔にある新潟県とを同時に双方向

でつなぐことが比較的容易にできる。このことは、

研修や会合等の時間的・距離的制約を解消するオ

ンラインの利点と思いました。今回は、２地点間

の会合でしたが、多地点をつなぐ会合の実施の可

能性を感じました。 

 「格子なき図書館」という 1950 年製作の映

画があります。金網ごしに本が並ぶ戦前の図書館

から、無料で開放され誰でも直接本を手に取れる

新しい図書館、さまざまな活動で人々が集う図書

館への転換、そして視聴覚ライブラリーの活動が、

映像で描かれています。新潟県立図書館がモデル

とされています。この映画を、私は新潟県立生涯

学習推進センター在職中に観ることができ、感動

した覚えがあります。最近視聴した放送大学公開

講座セレクション「占領期社会教育とナトコ映

画」で、この映画の後半に登場する巡回図書や巡

回映画の移動図書館が千葉県を舞台にしたもの

であることを知りました。千葉と新潟の過去のご

縁といえるでしょうか。 

 オンラインを通してつながることのできた今

回。新しいツールの活用によって、新しい視聴覚

センター・ライブラリーのモデルを、今後も皆様

方と描いていけたらと願っております。 

 結びになりましたが、ともに学ばさせていただ

いた千葉の皆様方に御礼申し上げます。誠にあり

がとうございました。 
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▽えすけーぷ 

 
先日、小学校 1 年生になった孫と一緒に、国

立科学博物館に行ってきました。お目当ては「恐

竜の化石」です。絵本や図鑑、人形などで恐竜

に興味を持っているので、化石を見に行こうと

いうことになりました。 

国立科学博物館では、新型コロナウイルス感

染症予防対策として、20 分刻みで 120 人定員

での事前予約制になっていますので、申込サイ

トから予約をして行きました。朝 10 時に入館

すると、以前と比べて入館者を少なくしている

ため、ゆったりと館内を回ることができました。 

恐竜の化石にたどり着くまでに、いくつかの

展示を見ながら行ったのですが、さすがにいま

どきの子供は、映像での解説に反応して、大陸

移動説の解説や恐竜絶滅の原因を解説したビデ

オを一生懸命見ていました。内容は難しいので

どこまで理解しているかはわかりませんが、動

画の持つ見るものをひきつける力というものを

再認識した次第です。 

 

いよいよ恐竜の化石です。恐竜といっても小

さいものもあり、「小さいねえ」などといいな

がら見ていましたが、「ティラノサウルス」や

体長２１メートルもある魚竜の化石の前では、

固まって反応しなくなってしまいました。絵本

や図鑑、そしてビデオで見ていたティラノサウ

ルスの大きさが自分の想像をはるかに超えて大

きいことに驚いたようです。しばらくしてから

は「恐竜って大きいんだね」とか「また恐竜博

物館に来たい」と喜んでいましたので、「物の

展示」や「直接体験」ということの大切さも感

じました。 

とはいえ、国立科学博物館では体験型の展示

やタッチパネル形式の解説は休止となっており、

ウイズコロナ時代の展示の難しさも感じました。

国立科学博物館では、デジタル学習コンテンツ

の開発にも力を入れています。直接体験の大切

さを踏まえつつ、映像の力を生かした学習機会

の提供を視聴覚教育関係者の力を合わせて実現

していきたいものです。（ＴＭ） 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
HP：http://www.zenshi.jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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